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　当院は、平成25年の開院から11年目を迎えていま
す。これまで、さまざまな課題もありましたが、地域
の皆さまの温かいご支援とご協力により、中東遠地域
の基幹病院として着実に成長を遂げることができまし
た。
　当院の開院により、この地域の医療環境は大きく変
化しました。また、医学・医療は日進月歩で進歩して
おり、新たな技術や治療法が次々と登場しています。

こうした変化に的確に対応し、より高度で質の高い医
療を提供し続けていくために、当院では将来に向けた
「病院整備計画」を進めています。
　今月号では、10月から予定している「病院整備計画」
の第１期工事（新棟建設工事）で整備する「放射線治
療部門」、「リハビリテーション部門」、「人間ドック・
健診センター部門」の概要についてご紹介します。

将来に向けた病院整備計画が始動します

▲ 北東側からみた新棟外観イメージ



【新棟１階：放射線治療部門】
　新棟１階には、最新の高精度放射線治療器２台（サ
イバーナイフ、ラディザクト）を導入し、より効果的
で負担の少ないがん治療を実現します。高齢化が進む
中、がん治療において体への負担が最も少ない放射線
治療の需要は高まっており、これらの最先端機器の導
入により、治療の効果と患者さまの安心感が大幅に向
上することが期待されます。
　特にサイバーナイフは、ピンポイントの照射（定位
照射）が特徴で副作用が少なく、かつ必要な部分へ高
線量を集中することができるため、従来の治療に比べ
て治療回数が少なくて済み、患者さまの身体的・精神
的負担も大きく軽減されます。
　静岡県内では当院が２台目の導入となります。これ
まで他の地域でしか受けることができなかった高度な
治療が当院で受けられるようになります。

　いずれの治療器も外来通院での治療が可能ですので、
仕事や日常生活を続けながら治療を受けられるため、
安心して治療に専念することができます。

【新棟２階：リハビリテーション部門】
　新棟２階には、リハビリテーション部門を移転・整
備します。

　近年のリハビリテーションは、治療が終了してから
ではなく、治療開始と同時や手術後すぐから実施する
「急性期リハビリテーション」の重要性が注目されてい
ます。早期の介入により、患者さまの予後や日常生活
動作（ADL）の向上、心身機能の改善・回復、さらに
は入院期間の短縮等につながるとされています。

　当院のリハビリテーション部門には、常勤医が３名
とリハビリスタッフが60名在籍し、静岡県内でもトッ
プクラスの急性期リハビリテーションを提供できる体
制が整っています。従来の運動器リハビリテーション
や脳血管リハビリテーションなどに加えて、心臓リハ
ビリテーションやがんリハビリテーションなど、対応
する領域も年々拡大しています。今回、リハビリテー
ションスペースを拡張・整備することで、より多くの
患者さまに、様々な分野で、密度の高い急性期リハビ
リテーションを提供することが可能となります。

【新棟３・４階：人間ドック・健診センター部門】
　新棟の３階・４階には、人間ドック・健診センター
を移転・整備し、より充実した予防医療を提供します。
これからの医療は、病気の予防と早期発見が極めて重
要であり、予防医療の需要は更に高まることが見込ま
れます。

　当院の人間ドックは、病院併設施設として充実した
医療スタッフと検査機器により質の高い健診を提供し
ています。再検査や精密検査が必要になった場合には、
すぐに当院で専門医による診察を受けることができま
す。
　また、当院の人間ドックは短時間で効率的な健診が
大きな特長となっています。所要時間は約２～３時間
と、他の施設と比較しても非常に短い時間での受診が
可能です。受診者の評判も高まっており、新規の受診
者は年々増加しています。
　一方で、現在の施設では１日の受入人数に限界があ
り、時期によっては半年先まで予約が埋まってしまう
こともあります。今回、新たな人間ドック・健診セン
ターを整備することで、より多くの皆さまが、当院で、
質の高い健診を、短時間で受診できる環境が整います。
さらに、受診後のフォローを当院で行うことで、病気
の予防だけでなく、早期発見、早期治療にもつなげる
ことができます。

　最新の設備と充実したスタッフ体制で、
地域の皆さまの健康寿命の延伸に貢献します。

▲ ピンポイント照射が可能なサイバーナイフ ▲ 新棟３階人間ドック・健診センター受付イメージ

▲ 新棟２階リハビリエントランスイメージ

将来に向けた病院整備計画が始動します
病院整備計画　第１期工事（新棟整備）の概要



●病院整備工事実施のため、病院敷地内の道路の通行止め・通行経路変更を予定しています。
　工事の実施と合わせ、ご不便・ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

工事・制限期間：令和６年 10 月～令和８年６月（予定）
※詳細が決まり次第、当院ホームページ及び現地案内看板にてお知らせします。

●患者駐車場と職員駐車場をつなぐ道路が
通行できなくなります。
●病院敷地西側の入口からは患者駐車場に
入ることができませんので、北側の入口
からお入りください。
●通行止め範囲内の歩道は通行できます。

■ 敷地内道路通行止め ■

病院整備計画に関する詳細は中東遠総合医療センター
病院整備計画特設ページをご覧ください。

https://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/about/byouinseibi_tokusetu/

病院整備計画に関するお問い合わせ　
経営戦略室　電話：0537-21-5555（代表）

（平日８：15～ 17：00）

工事に伴う敷地内道路の制限

●正面玄関への通行経路を変更します。
●救急車の進入経路の確保にご協力をお願いします。

●変更後●変更前

■ 通行経路変更 ■

北側入口 ▼

通行制限
範囲

西
側
入
口 

▶

患者駐車場

職員駐車場



お知らせ ーin fo rma t ionー

病院だより「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。

〒436-8555
掛川市菖蒲ヶ池1番地の1

TEL 0537-21-5555過去の病院だよりをホームページでご覧いただけます。 中東遠 検索

ホームページ  https://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/

スマートフォン・タブレットからアクセスする際にはQR コードをご利用ください

事務職員（経験者）募集!!

医療の最前線で新しいキャリアを
スタートしませんか？

8月の
診療実績

１日あたりの患者数
入院 427 人
外来 1,140 人

紹 介 率 85.9 %
逆 紹 介 率 98.7 %
病 床 利 用 率 85.4 %
平均在院日数 8.9 日
手 術 件 数 553 件
救命救急センター受診者数 1,650 人
救急搬送件数 682 件

■■■■■■■  第42回　医療市民講座のご案内  ■■■■■■■

令和６年11月16日（土）　午前９時30分～正午
当院３階大会議室（掛川市菖蒲ヶ池１-１）

整形外科とリハビリテーションのコラボ企画
を延ばすための秘訣

120名（先着順）

令和６年10月15日（火）午前9時から　
11月15日（金）午後5時まで

①「健康寿命を延ばすための秘訣 ～せぼね編」
　　講師：浦崎 哲哉（副院長兼整形外科統括診療部長）
②「骨粗鬆症のキホン ～健康な人生は丈夫なホネから～」
　　講師：落合 聡史（整形外科部長）
③「元気で長生きする体づくりのための
　　　　　　　　　リハビリテーションとロコモ体操」
　　講師：渡邉 浩司（リハビリテーション科部長）

電話・HPの申込フォーム・院内に設置の申込BOX

経営戦略室　0537-21-5555（代表）

日 時
場 所
定 員

申込期間

演 題

申 込 み

問合せ先

▲ 詳細はこちら

令和７年４月採用の看護教員を募集しています。

電気設備法定点検を行うため、次のとおり一部停電いたします。

救急診療は通常どおり行いますが、検査機器等の点検のため、通
常よりお待たせすることがあります。
また、エレベータについても使用が制限されます。
皆さまには、大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解をお願い
します。

昭和54年４月２日以降に生まれた者で、
看護師の資格をお持ちの方。
そのほかの要件はホームページをご覧ください。
応募要項や申込方法の詳細は
ホームページをご覧ください。
 受付期間　令和６年 7月16日（火）から （ 令和６年10月31日（木）まで ）
東海アクシス看護専門学校
総務課
電話：0538-43-8111
FAX：0538-43-8122
URL：https://www. axis-ns.jp

病院の経営管理の中心を担っているのは事
務職員です。病院全体の質向上に努め、信
頼される病院づくりに貢献しています。

対 象 者

申し込み

問合せ先

令和６年10月27日（日）午後０時30分～午後３時

管理課　施設庶務係　電話：0537-21-5555㈹

停電日時

問合せ先

東海アクシス看護専門学校
教職員募集について

停電のお知らせ

▲ 詳細はこちら ▲ 詳細はこちら

健 康 寿 命


